


吉平酒店よもやま話 
 今月はたまたまワインの面白さ(若干マニアックですが…)を感じていただける赤ワインが入荷しました

のでご紹介したいと思います。 
 
・隣の芝生は青く見える!? 

 ワインでは畑の位置がちょっと違うだけで価格が全然違う！なんてこ

とは日常的にありますが、業界ではセールスをする際に良く出される例

でもあります。今回はそんな業界の慣例に則って、有名な生産者の真隣

のワインをご紹介したいと思います(笑) 
 
 まずは有名な方から… 
地図の赤い畑が有名生産者ジャック・フレデリック・ミュニュレの

モノポール(単独所有畑)で、年々入手困難を極める造り手です。入手困

難というだけあって、素晴らしくも高価なワインが出来上がります。 
 
次に今回ご紹介するワイン(ワイン画像左側)です！ 
地図の下部にある青い丸で囲った畑で造られるワインで、有名生産

者と同じ地続きの好立地にあり、小さな塀で区切られているだけの本

当に真隣と言ってもいい畑から造られています。 
 
・今回のワインの造り手について 
 今回のワインは Domaine Boursot Pére & Fils(ドメーヌ ブルソ・ペール・エ・フィ

ス)という造り手で、少なくとも 1550 年から 14 代に亘りワイン造りを行なっている古

参の生産者です。有機栽培、100%除梗・天然酵母での醸造、それ以外にも様々な所で

ブドウのポテンシャルを生かすワイン造りを行なっています。 
 
・今回のワイン「コート・ド・ニュイ・ヴィラージュ・レ・ルトレ 2015」 
 まずは名前の前半部分「コート・ド・ニュイ・ヴィラージュ」についてご紹介します。ブルゴーニュ地方

コート・ド・ニュイの AOC 村名の北側と南側の両外側にあり、厳密に 5 ヵ所と決められている立派な AOC
です。※AOC とは原産地呼称制度で品質を証明する為の法律です。 
 

続いて名前の後半にあるレ・ルトレについてです。レ・ルトレは畑の名前であり、位置を明確にしている

重要なポイントです！この表記があるか・ないかで買うか・買わないかが決まるくらいの大切さです‼ 
このレ・ルトレはニュイ・サン・ジョルジュという有名な村の南側に隣接してい

るコンブランシアンという村にあります。コンブランシアンはかつて石切り場の

あったほどライムストーン(石灰石)が豊富な土壌をしており、この石灰石がワイ

ンにミネラルを与えます。またお隣のニュイ・サン・ジョルジュは男性的と称さ

れることの多く、パワフルで堅固な(まぁ昔々の男性像ですね…)ワインが特徴と

されます。「コート・ド・ニュイ・ヴィラージュ・レ・ルトレ 2015」は、ニュイ・

サン・ジョルジュとコンブランシアンの地域性を感じられる味わいに加え、2015
年という天候に恵まれたヴィンテージのポテンシャルの高さの両方をお楽しみい

ただけるお得なワインです。気になる価格は表面をチェックしてみてください。 




